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地
域
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
と
、
な
か
な
か

協
力
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
や
丸
投
げ
さ
れ
て
イ

ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
と
き
は
気
分
転
換
に
、
み
ん
な
が
動
い
て

く
れ
そ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
考
え
て
み
る
の
は
ど

う
で
し
ょ
う
。

　

英
文
の
頭
文
字
を
見
る
と
、
す
べ
て
同
じ
な
の
に
お
気

づ
き
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
、
今
号
は
Ⅰ１
　

Ⅱ２
　

Ⅲ３
　

Ⅳ４
　

Ⅴ５

で
お

馴
染
み
の
ロ
ー
マ
数
字
で
表
す
と
【
第
Ｄ７

０

０

Ｃ
Ｃ
号
】。
そ

ん
な
遊
び
心
と
詩
的
な
フ
レ
ー
ズ
の
試
行
錯
誤
で
イ
ヤ
な

気
分
を
吹
き
飛
ば
せ
ま
し
た
が
、
一
つ
く
ら
い
皆
さ
ん
の

心
に
も
響
い
た
ら
嬉
し
い
な
ぁ
。�

（
矢
島　

孝
博
）

【Dare, Care, Connect. 
 ―うごく、おもいやる、つないでゆく。】

【Don’t Cancel Curiosity. ―好奇心を手放さないで。】

【Don’t Complain, Contribute. ―嘆くより、動こう。】

【Don’t Conform, Create. ―型にハマるな。】

【Dip in, Click, Crazy about it. 
 ―ちょっとやってみたら、こんなにハマるなんて。】

【Dissolve, Capture, Continue. 
 ―溶かし流し、新たな価値を紡ぎ繋げる。】

【Drop resistance, Current flows, Catch serendipity. 
 ―受け入れ、風に任せ、思いがけない出会いを。】

【Drop by drop, Collect, Change dramatically. 
 ―ひとしずくを集めて、大河のように。】
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茅
野
市
公
民
館
報
は
、
本
号
で

７
０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

公
民
館
報
は
、
茅
野
市
の
前
身

と
な
る
茅
野
町
が
誕
生
し
た
昭
和

30
年
に
「
茅
野
町
公
民
館
報
」
と

し
て
創
刊
し
て
以
来
、
市
民
の
皆

様
、
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い

た
歴
代
の
広
報
専
門
委
員
の
ご
協

力
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
70

年
に
渡
り
刊
行
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
は
地
域
に
お
け
る
生
涯

学
習
の
拠
点
と
し
て
、
分
館
の
活

動
支
援
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、

社
会
教
育
関
係
団
体
等
の
自
主
的

な
学
習
グ
ル
ー
プ
の
育
成
、
支
援

と
、
学
習
成
果
を
地
域
に
還
元
す

る
運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
活
動
を
推
進
す
る
必

要
か
ら
、
地
域
文
化
の
掘
り
起
こ

し
事
業
と
し
て
各
地
区
で
文
化
祭

を
実
施
、
市
内
文
化
団
体
の
参
加

を
得
て
茅
野
市
芸
術
文
化
協
会
の

設
立
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
報
も
、
学
習
情
報
の
み

な
ら
ず
、
地
域
課
題
、
市
民
の
皆

様
の
声
な
ど
を
募
集
し
て
掲
載
し

て
き
ま
し
た
。
特
定
の
議
題
に
対

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
座
談
会
を

実
施
し
、
そ
の
内
容
を
掲
載
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
過
去
の
特
集

記
事
と
し
て
、
昭
和
31
年
か
ら
は

継
続
的
に
中
学
校
統
合
問
題
に
つ

い
て
（
当
時
３
校
案
と
４
校
案
が

あ
っ
た
）、
昭
和
43
年
に
は
市
議

会
議
員
定
数
削
減
問
題
に
つ
い
て

（
こ
の
年
の
９
月
議
会
に
て
、
議

員
数
を
30
名
か
ら
26
名
に
す
べ
く

議
員
提
案
が
あ
っ
た
）、
平
成
４

年
に
は
学
校
週
５
日
制
導
入
に
つ

い
て
な
ど
、
当
時
市
民
の
多
く
が

関
心
を
寄
せ
て
い
た
事
柄
、
地
域

課
題
等
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

当
時
の
公
民
館
報
を
見
返
し
て
み

る
と
、
そ
の
と
き
ど
き
の
茅
野
市

の
世
相
を
映
す
貴
重
な
資
料
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
、
令
和
と
年
号
が
変
わ
り
、

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
地
域
が

抱
え
る
課
題
の
あ
り
よ
う
、
公
民

館
を
と
り
ま
く
状
況
も
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
生
涯
学
習
の
神し
ん

髄ず
い

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
24
年
に
開
催
し
た
茅
野
市

公
民
館
分
館
職
員
研
修
会
に
て
講

演
い
た
だ
い
た
松
田
道
雄
先
生
か

ら
は
、
公
民
館
は
「
何
で
も
生
み

出
し
分
か
ち
合
う
、
豊
か
さ
の

場
」
だ
と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
暮
ら
し
の
中
で
楽
し
み
を
生

み
出
す
こ
と
こ
そ
が
、
人
生
の
学

び
舎
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
次
の

時
代
に
伝
え
て
い
け
ば
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
で
役
立
ち
、
生
き
て
い

く
さ
ま
ざ
ま
な
栄
養
と
な
り
ま
す
。

　

公
民
館
、
公
民
館
報
は
こ
れ
か

ら
も
市
民
の
皆
様
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、「
幸
せ
を
実
現
で
き
る
ま

ち
」
を
目
指
し
ま
す
。

▲昭和33年市制施行祝賀パレード（ちの茅野町）

▲300号の頃（平成4年）

▲700号を迎えた現在の風景

目で見る公民館報第１号の頃 公民館報
700号を
振り返る

公民館報
700号を
振り返る
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▲�視聴覚教育として16ミリ映写機講習が�
盛んでした（昭和52年）

▲コロナ対策として席制限等をして実施した芸能祭�
　（令和4年） ▲旧市民会館での音楽祭（平成12年）

▲旧中央公民館（昭和40年代）

▲地域の活動も活発に
金沢地区ママさんバレーボール（昭和44年）

写真と年表で振り返る公民館のあゆみ

昭
和
48
年　

中
央
高
齢
者
教
室
ス
タ
ー
ト

（
現
在
の
茅
野
市
高
齢
者
大
学
）

昭
和
50
年　

人
口
４
万
人
と
な
る
、
市
民

祭
を
芸
術
祭
と
市
民
祭
に
分

け
て
実
施

昭
和
51
年　

第
一
回
茅
野
ど
ん
ば
ん

昭
和
53
年　

茅
野
市
文
化
セ
ン
タ
ー
竣
工

（
１
、２
階
市
公
民
館
・
３
階

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

昭
和
55
年　

優
良
公
民
館
文
部
大
臣
表
彰

昭
和
63
年　

生
涯
学
習
都
市
宣
言

平
成
元
年　

茅
野
市
芸
術
文
化
協
会
発
足

平
成
２
年　

人
口
５
万
人
と
な
る

平
成
６
年　

こ
の
年
か
ら
野
球
に
排
球
を

加
え
、地
区
対
抗
野
排
球
大
会�

排
球
の
部
初
代
優
勝
は
北
山

地
区

平
成
７
年　

土
偶
「
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
」

国
宝
に

平
成
10
年　

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

平
成
15
年　

公
民
館
報
フ
ル
カ
ラ
ー
に

平
成
17
年　

新
し
く
な
っ
た
市
民
館
で
音

楽
祭
・
芸
能
祭
開
催

平
成
26
年　

土
偶「
仮
面
の
女
神
」国
宝
に
、

分
館
に「
お
宝
マ
ッ
プ
」提
唱

平
成
30
年　

茅
野
市
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

茅
野
市
中
央
公
民
館
に

令
和
２
年　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
臨
時
休

館
、
芸
術
祭
等
中
止

令
和
４
年　

音
楽
祭
・
芸
能
祭
再
開

公
民
館
と
公
民
館
報
の
あ
ゆ
み

昭
和
30
年　

一
町
八
ヶ
村
合
併
し
て
茅
野

町
誕
生
。
公
民
館
発
足
、
中

央
公
民
館
・
９
地
区
館
、
64

分
館
。「
茅
野
町
公
民
館
報
」

と
し
て
第
一
号
発
行

昭
和
33
年　

市
制
施
行
、
中
央
公
民
館
を

宮
川
出
張
所
に
設
置

昭
和
34
年　

行
政
広
報
と
分
離
し
て
独
立

し
た
館
報
と
な
る
、「
ゆ
き
ど

け
」
連
載
開
始

昭
和
39
年　

第
一
回
市
民
文
化
祭
開
催

昭
和
44
年　

特
急
「
あ
ず
さ
」
茅
野
駅
に

通
年
停
車

昭
和
46
年　

第
一
回
分
館
報
コ
ン
ク
ー
ル

第
一
回
市
民
祭
開
催



⑧

公民館講座受講生募集
（キャンセルする場合はできるだけ早めに茅野市中央公民館担当までお申し出ください）

※講座を受講するにあたり、手話通訳などを 
希望される方は申込時にお知らせください。

お問い合わせ・申込先　茅野市中央公民館　☎72－3266（窓口受付は行いません）
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知
ら
な
い
・
使
わ
な
い
と
い
う
人
が

約
66
％
と
い
う
結
果

に
。

　
「
宴
会
の
司
会
を

し
た
ら
使
う
か
も
」

と
い
う
人
も
。

　
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
、

あ
る
を
つ
く
し
ま

し
ょ
う
！

 日　　時 　�令和 8年 1月 13日、20日、27日、2月 3日（火曜日　全 4回）�
午前 9時 30分から 11時 30分

 会　　場 　茅野市中央公民館 1階　第 1会議室
 講　　師 　�矢﨑 すみ子　先生（沖南信濃支部俳句会）
 内　　容 　�初心者向けの俳句の基礎を学んだり、�

皆が作った句の講評を行い、俳句を楽しみます
 費　　用 　1,000 円　　　 定　　員 　16名
 持 ち 物 　筆記用具（お持ちの方は、歳時記・電子辞書も）
 受講資格 　�市内在住、在勤、在学者

　「俳句って楽しそうだけどルールが難しそう…」なんて感じたことは
ありませんか？
　でも、そのルールを知るごとにおもしろさが増していく、そんな魅力
も持ち合わせています。
　今回は初心者向けの俳句の作法を学びながら、ことばの奥深さに触れ
ていきます。日常のかけがえのない一瞬の積み重ねを、一緒に五七五の
リズムに刻んでいきましょう。
　新年を迎え、新しいことに挑戦してみたい方、ぜひお待ちしております♪

▲申込フォーム

和の伝統文化講座（俳句編）
12 月 2日（火）
午前 10時～
（電話または
インターネット
先着順）

受付開始

昨年の様子

�諏訪ことば�
知ってる？�
使う？�
アンケート�
実施中 

館内清掃の案内と年末年始休館のおしらせ
　館内清掃のため、茅野市中央公民館は、令和 7 年 12 月 25・26 日（木・金）の
午前 9時から午後 5時まで使用ができません。
　また、令和 7 年 12 月 29 日（月）～令和 8 年 1 月 3 日（土）の期間は、年末
年始の休館となります。令和 8年 1月 4日（日）からは通常通り開館します。


